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【参考４】 

接着剤に係る排出量 

 

１． 届出外排出量と考えられる排出 
ＰＲＴＲで事業者の届出対象とならない主な排出は、①建築・土木現場での接着剤の使用に伴う

排出、②合板などの建築資材や家庭用の家具等の木工品に使われた接着剤中のホルムアルデヒ

ド（樹脂原料）の建築・土木現場や家庭での二次排出と考えられる（なお、事業所で建築資材や木

工品を製造する者は製造業者であり、当該製造工程における排出量は届出対象）（表 1）。 

 

表 1 接着剤の用途と推計区分の対応 

注：表中の記号の意味は以下のとおり。 

○：１次排出（接着剤の使用段階で直ちに排出されるもの） 

△：２次排出（接着剤の使用段階以降に少量ずつ排出されるもの） 

 

２． 推計を行う対象化学物質 
接着剤には、樹脂を溶かすための溶剤や、未反応で製品中に残存している樹脂原料が含まれて

おり、いずれも接着剤の使用に伴って大半が環境中へ排出される。接着剤として、表 2 に示す 7 物質

について推計を行う。 

表 2 接着剤において推計を行う対象化学物質 

原材料用途 
物質

番号 
対象化学物質名 

63 キシレン 
溶剤 

227 トルエン 

4 アクリル酸エチル 

5 アクリル酸 2-（ジメチルアミノ）エチル 

6 アクリル酸メチル 

102 酢酸ビニル 

樹脂原料 

310 ホルムアルデヒド 
注：日本接着剤工業会の調査（平成１８年１０月）による。 

届出外排出量 

非対象業種 

建築工事業等 

「接着剤」の 

需要分野 

住宅 非住宅

土木工

事業 

家庭 

届出 

排出量 

合板 △ △ △  ○ 

二次合板 △ △ △  ○ 

木工品 △ △  △ ○ 

建築材料 △ △ △  ○ 

建築工場 ○ ○    

土木   ○   

家庭用    ○  

その他（製造工場用等）     ○ 
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３． 推計方法 
推計対象年度の全国出荷量はすべて使用され、使用量の一定の割合が環境に排出されるもの

と仮定し、推計を行う。 

接着剤の製品は数多くの成分から構成されているため、その製品としての全国出荷量に対して、

製品中に含まれている対象化学物質の含有率（=標準組成）を乗じることで、対象化学物質の全国

使用量が推計される。その全国使用量に対して、実際に環境中へ排出される割合(=排出率)を更

に乗じて、全国における対象化学物質の排出量が推計される。また、排出量は、例えば、建築現

場等における使用の場合には、新築着工床面積に比例すると仮定し、全国の届出外排出量を都

道府県へ配分した（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 接着剤に係る排出量の推計フロー 

 

４． 推計結果 
接着剤に係る排出量の推計結果を図２、表３に示す。接着剤に係る対象化学物質の排出量の

合計は約 2.1 千 t と推計される。 

平成17年度
全国排出量
（接着剤）
約2.1千t
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図２ 接着剤に係る排出量の推計結果（平成１７年度；全国） 
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表３ 接着剤に係る排出量推計結果（平成１７年度；全国） 

対象化学物質 全国の届出外排出量（kg/年） 

物質

番号 
物質名 対象業種 非対象業種 家庭 移動体 合計 

4 アクリル酸エチル   23,976 3,566   27,542

5 
アクリル酸２－（ジメチル

アミノ）エチル 
  

23,976 3,566   27,542

6 アクリル酸メチル   23,976 3,566   27,542

63 キシレン   324,114    324,114

102 酢酸ビニル   116,698 2,643   119,341

227 トルエン   1,522,106    1,522,106

310 ホルムアルデヒド   86,694 215   86,909

合     計   2,121,541 13,555   2,135,096

 




